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未来社会に向けた

応用物理の課題と展望
=人 材育成の視点から一

小舘香椎子

日入材育成をいかに行つていくか
応用物理は、物理や化学など基礎科学に」抑じ

て、材料 デ バイス シ ステムなど広範囲な産業

技術の進歩に貢献してきた。21世紀に入り、従

来の価値観や手法では対応が難しい多くの深刻な

課題を抱えている日本社会で、その役割はさらに

大きなものとなっている。環境に優しく 安 心

安全な社会を切り拓く科学技術の中核を担う可能

性を秘めた応用物理について、新たな課題の検討

を含め、今後の学術的発展に向けた中長期展望や

ビジョンを提示しながら、研究の推進をめギして

いくことはこれまで以上に重要である。

以上の観点から応用物理学会では、2年にわた

り研究分野の 「将来ビジ」ン ア カデミックロー

ドマッ刻 の策定に取り組み、課題の整理をしな

がら、応用物理の今後の果たすべき役割や位置づ

けを明らかにする作業に取り組んできた。「将来

ビジョン ア カデミックロードマップ」の意義

は、研究者および関係者が時間軸を有するビジョ

ンを共有することにある。この作業を通じて、新

しい学術的価値の倉峨 や、新規分野および融合分

野の開拓や学術に地卿したイノベーションの創出

が可能となる。2006年には、応用物理学会将来

ビジョン ア カデミックロードマップワーキング

グループの荒川泰彦委員長のもと19の領域
(注)

が 「要素技術クラスター」
L〕
として設けられ、

クラスターごとに産学の専門家が策定を行った。

この19の クラスターのうち特に実現 エ ネルギ

ー技術には、応用物理が課題解決の担い手となる

との立場から、複数の研究分野の融合として新た

なイノベーションに貢献できるとの大きな期待が

かかっている。

また、「将来ビジョン ア カデミックロードマ

ッ/」を通じて、産学連携による協力体制を推進

することにより、応用物理分野の研究成果を世界

レベルに発展させていこうという効果も期待され

ている。

科学技術創造立国を推進し、最先端の科学技

術の成果を社会還元し、明るい未来を拓いてい

くには、理工系人材の人員の確保と ッヽプレベ

ルの人材育成をいかに行っていくかが肝要であ

る。こうした視点から、クラスターの1つとして

設けられた人材育成の将来ビジョンをここでは

とり上げ、その重要性について以下に述べるこ

ととする。

日讐嘉竪軽輸朋要
次代を担っていく科学者 技 術者を魅力ある

ものとするための裾野を広げるだけではなく、

社会の 「理工系に対する」意識改革と環境整備、

ワーク ラ イフ バ ランス社会の実現を図って

行くことも必要であることは近年産学官ほか各

界で広く認識されている通りである。

ロードマップでは、図のようにライフステー
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革間 を応用光学

ジを維軸として、横軸に2040年Jでを (1)1～

10年後 (理工系人材の潜な能力の発掘)、(2)lo

～20年後 (理工系人材が多構な人生を送れる社

会の実現)、(3)20～30年後 (科学技術ぞ世界

をリードする次代の到来)と3つの子干言=!こ
分けて、実現すべき目標と解決すべき課題の配

置をした。現状では、これまで一部を除いてあ

まり活かされてこなかった着手や女性とt うヽ人

材を活用し、彼らが研究者のリーターとなり、

図 人材育成□―ドマップロ]    i

人材の溝在確カ

軟オスケール 1 鞭
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研究活動等を継続的にステップアップしながら

活躍できる環境の整備をめざす。30年後には、

多様性 流 動性に富んだ理工系人材の国際的活

躍により、理工系の総理大臣をはじめとする社

会のリーダー、経営界のトップ、ノーベル賞級

の世界的研究者、法律家、ジャーナリストなど

兵分野からの理二系分野の
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日本社会の至る所でリーダーとしての理■系人

llの登用率が増加し、社会の構造改革が進展す

ることを展望している。

…方で、理工系の卒業生の進路として従来想

定されていたのは技術者や研究者 大 学教員な

どであり、それ以外の道に進む者は異瑞祝され

てきたという現実もあった。しかし、社会 継

済 政 治などの様々な分野で従来の人材に加え

て 「理工系Jの 素養と方法議を身につけた人が

活inすることにより多様な税点を備えた取り組

みが可能となる。

将来にわたって経済的にも」際的な優位性を

維持していくためには 科 学技術を担う研究者

や技術者の質、また数も含めた質量両面での確

保が必須である。

虫的なll」面においては、現在すでに18成人口

は、1990年代初頭の約210万人の約6割まで減少

し 科 学技術者の人材育成の11心的役割を担う

工学系学部への進学志望者数の漸滅や理科離

れ 物 理離れの実態は、深刻さを増している。

賀的な側面では、科学技術の高度化により、

それを支える研究者 技 術者には益々高い学カ

が要求されるようになる一方で、ゆとり教育の

結果、大学入学者の学力は低下し、意欲も低下

してとている。 トップレベルの人材の質をさら

に押しLげ、層を広げるためにも、潜在的な翌

工系人材の割合を増大させることが必須である。

人材の量と質に加え禅士課程修了者に対する

出,コの確保も解決すべき最優先課題である。応

用物理学会ではキャリア エ クスプローラーマ

ークを考集するなど 博 JI課程修了者の能力を

発揮し科学技術の研究者としてのみならず、科

学技術政策や企業戦略の立栄を担う官界や産業

界のリーダーとして活躍できるような体制を作

ることに力を1頃けてきている
レ
毛

大学 学 会のみならず、産業界、社会が連携

して意識を合めた変車と多様な選択の環境整備

を行うことが求められているといえよう。

圏
潜在的理工系人材の発掘も重要

国際的な競争力だけではなく、安心 安 全で

質の高い生活環境の倉」成は 科 学技術人材の質

と量にかかっている。そこで、今まであまり重

要視されてこなかった外国人、シエア層など多

種多様な人材 特 に女性の能力を発揮できる環

境の構築が必要となる。しかし、女性研究者を

例にとり、我が国の研究者に占める割合 (文系

も含む)をみると、増加傾向にあるとはいえ、

未だに経済協力開発機構 (OECD)諸 国の中で

最低レベルの124%で ある。特に理工系では、

「理工系=男 性Jと なりがちなイメージを払拭

し 中 高等学校における理工系の女性教員の採

用も合め、女性研究者 技 術者の具体的なイメ

ージを与えるロールモデルの紹介など、女性若

年層に対し、情報を提供し、関心と理解を高め

ることは不可欠である。

実施にあたっては、関連学協会が大きな役割

を果たすことが期待される。ロードマップにあ

げたような女子大に工学部をという積極的な取

り組みでは、日本と同様に少子高締化の問題を

抱える韓国の梨花女子大学が、すでに1996年に

工学部を設置し、女子教育の先駆的な取り組み
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を進めている
い〕
。我が国でも、科学技術振興調

整費/H3による支援
ほ〕い]力`
始まってはいるが

出産 有 りとと研究の両立 (ワーク ラ イフ バ

ランス)、 十育て期のキャリア継続のための様々

な支援など 早 急を社会環境の格備が今後益々

必要となるだろう。同時に、女性研究者の採

用 や 用 プ ロジェクト参加の機会の確保など

について ポ ジティブァクションなどの積極策

や学会をⅢ心としたキャンペーン活動が必要な

ことはいうまでもない。加えて、国民全体に対

するド1学技lfリテラシーの向Jtは、その実現と

ともにrHRイ1的な理工系人材の拡大にも有効とな

る。

中長期的視点に立ち、応‖J物型という分野か

ら よ り広 く国内および国際社会に貢献できる

人イ」を育てるためには、新 しい産業の右」設 多

様な出口と多様なロールモデルを確保すること

により こ の滞在的理工系人材の発lFLができる

か否かにかかっているといっても過言ではない

だろうし
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